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１．長期評価（第二版）の改訂のポイントと伊方発電所への影響

a. 最新の知見を踏まえた地震の再評価

b. 評価対象領域・地震の再編

c. 不確実性を踏まえた評価

２．まとめ
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長期評価（第二版）の改訂のポイント

◯伊方発電所におけるプレート間地震及び海洋プレート内地震の地震動・津波評価にあたっては，内閣府の「南海
トラフの巨大地震モデル検討会」 （以下，「内閣府検討会」という。）や地震調査研究推進本部地震調査委員会
（以下，「地震本部」という。）の「日向灘および南西諸島海溝周辺の地震活動の長期評価（平成16年2月）」
（本資料では「第一版」という。）等を参照している。

◯この度，地震本部より，「日向灘および南西諸島海溝周辺の地震活動の長期評価（第二版）」（以下，「第二版
」という。）が令和4年3月25日に公表されており，第一版からの改訂のポイントは下記のとおりとされている。

a. 最新の知見を踏まえた地震の再評価（M8程度の巨大地震の発生可能性を評価）

b. 評価対象領域・地震の再編（地震活動に関する知見や最新の調査結果等を反映）

c. 不確実性を踏まえた評価（浅い地震はプレート間地震・海洋プレート内地震を区別せずに評価）

１．長期評価（第二版）の改訂のポイントと伊方発電所への影響

■評価対象領域■将来発生する地震の評価

第二版より抜粋・一部加筆
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１．長期評価（第二版）の改訂のポイントと伊方発電所への影響

a. 最新の知見を踏まえた地震の再評価

b. 評価対象領域・地震の再編

c. 不確実性を踏まえた評価

２．まとめ
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伊方PS

1771年
八重山地震

第二版における変更点

◯「最新の知見を踏まえた地震の再評価」として，第一版から第二版にかけて評価対象地震の再編を行い，日向灘の
巨大地震，南西諸島周辺及び与那国島周辺の巨大地震，1771年八重山地震津波タイプ等の地震について，最新の
知見を踏まえて将来発生する地震を評価している。

◯日向灘域について，第一版では「日向灘のひとまわり小さい地震」としてM7.6程度の規模の地震が想定されてい
たところ，第二版では「日向灘の巨大地震」として，M8程度の規模の巨大地震が発生する可能性が示されている。

◯ここで，南西諸島周辺及び与那国島周辺の巨大地震や1771年八重山地震津波タイプの地震は敷地までの距離が遠
いため，既許可評価に影響を及ぼさない（なお，津波については，南西諸島周辺でMw9.0の波源を設定した評価
を既許可評価で実施済／参考１）。また，敷地が属する安芸灘～伊予灘～豊後水道域で発生する沈み込んだプレー
ト内のやや深い地震は，第一版から地震規模の評価に変更がないため，既許可評価に影響を及ぼさない。

１．長期評価（第二版）の改訂のポイントと伊方発電所への影響／a. 最新の知見を踏まえた地震の再評価

第二版より抜粋・一部加筆

◯このため，以下では，「日向灘の巨大地震」について，
第二版を踏まえた伊方発電所への影響を確認する。
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南海トラフの巨大地震全域で
M9クラスを想定

日向灘域で
Mw8.4を想定

伊方発電所

伊方発電所の地震動評価（既許可評価）への影響
１．長期評価（第二版）の改訂のポイントと伊方発電所への影響／a. 最新の知見を踏まえた地震の再評価

■強震断層モデル
（陸側ケースの直下にSMGAを追加配置したモデル／既許可評価）

◯伊方発電所のプレート間地震の地震動評価（既許可評価）は，内閣府検討会による強震断層モデル（陸側ケース）
を基本モデルとした評価を実施している。

◯その中で，断層全体としてはMw9.0，日向灘域でMw8.4の地震規模を想定するとともに，更なる不確かさの考慮
として，敷地直下のプレート境界に強震動生成域(SMGA)を想定した保守的な評価を実施していることから，第二
版を踏まえた地震動評価への影響はない。

■断層パラメータ（既許可評価）

平成27年3月20日審査会合資料より抜粋・一部加筆
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伊方発電所の津波評価（既許可評価）への影響

◯伊方発電所のプレート間地震の津波評価（既許可評価）は，内閣府検討会による津波波源モデル（ケース⑤『「四
国沖～九州沖」に大すべり域を設定』）を基本モデルとした評価を実施している。

◯その中で，断層全体としてはMw9.1，日向灘域でMw8.6程度の地震規模を想定するとともに，日向灘に多くの大す
べり域を配分していることから，第二版を踏まえた津波評価への影響はない。

１．長期評価（第二版）の改訂のポイントと伊方発電所への影響／a. 最新の知見を踏まえた地震の再評価

■津波断層モデル（基本モデル／既許可評価）

総面積 1.4×1011(m2)

地震モーメントMo 6.3×1022（N･m）

モーメントマグニチュードMw 9.1

応力降下量 3.0(MPa)

平均すべり量 10.7(m)

破壊伝播速度 瞬時破壊

ライズタイム 瞬時破壊

■断層パラメータ（既許可評価）

日向灘域単独の地震規模は内閣府検討会で

は明記されていない。

左図のとおり，すべり量の配分には濃淡が

あり，日向灘には多くの大すべり域が配分

されているものの，仮に全域の地震モーメ

ント6.3×1022(N･m)に日向灘域の面積比

(18％)を乗じた場合の日向灘域の地震モー

メントは1.1×1022(N･m)となり，

Kanamori(1977)のMw-M0関係式から

Mw8.6程度となる。日向灘域

平成27年3月20日審査会合資料より抜粋・一部加筆
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１．長期評価（第二版）の改訂のポイントと伊方発電所への影響

a. 最新の知見を踏まえた地震の再評価

b. 評価対象領域・地震の再編

c. 不確実性を踏まえた評価

２．まとめ
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第一版 第二版

第二版における変更点

◯「評価対象領域・地震の再編」として，第一版から第二版にかけて，地震活動等の最新の調査結果を反映して評価
対象領域の形状を一部見直している。また，次頁のとおり，過去に発生した主な地震が再編され，例えば日向灘域
では，第一版では海洋プレート内地震の可能性があるとして評価対象外とされていた1769年の地震などの3地震が
新たに整理されている（その他の地震は第一版の整理と同じ）。

◯既許可の地震動評価では，第一版の評価対象領域や過去の被害地震を参照して検討用地震を選定していることから，
第二版を踏まえた影響を確認する。ここで，プレート間地震については，内閣府検討会によるモデルを検討用地震
として選定しており，前記aに対する検討のとおり，第二版を踏まえた影響はないため，以下では，海洋プレート
内地震の検討用地震の選定への影響を確認する。

１．長期評価（第二版）の改訂のポイントと伊方発電所への影響／b. 評価対象領域・地震の再編

第二版より抜粋・一部加筆第一版より抜粋
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第二版における変更点

第一版 第二版

発生日時 地震規模M 発生日時 地震規模M

日向灘のひとまわり小さい地震注2

1662/10/31
―
―
1931/11/02
1941/11/19
1961/2/27
1968/4/1
1984/8/7

7.6
―
―
7.1
7.2
7.0
7.5
7.1

同左
1769/8/29
1899/11/25
同左
同左
同左
同左
同左

同左
7.8注3

7.1
同左
同左
同左
同左
同左

安芸灘～伊予灘～豊後水道の沈み込んだ
プレート内のやや深い地震

1649/3/17
1686/1/4
―
1854/12/26
1857/10/12
1905/6/2
2001/3/24

7.0
7.2
―
7.4
7.3
7.2
6.7

同左
同左
1749/5/25
同左
同左
同左
同左

同左
同左
6.8

同左
同左
同左
同左

九州中央部の沈み込んだプレート内の
やや深い地震

1909/11/10 7.6 同左 同左

■過去に発生した主な地震の整理注1（日向灘周辺について抜粋して整理）

注1 気象庁震源カタログ，宇佐美ほか(2013)（日本被害地震総覧）等を参照して作成されている。
注2 第一版では，「日向灘のプレート間地震」と「日向灘のひとまわり小さいプレート間地震」に分類されており，1662年の地震(M7.6)と1968年の地震

(M7.5)は前者として，その他の地震は後者として分類されていたものが，第二版では全て「日向灘のひとまわり小さい地震」として整理されている。
注3 松浦ほか(2003)は，翌々日の大風雨洪水のために地震に伴う被害を過大に見積もっている可能性を踏まえ，地震規模をM7.2程度と推定している。ま

た，神田・武村(2013)は震度分布から地震規模をM7.4と推定しており，第二版ではこれらの見解を採用し，本地震を日向灘のひとまわり小さい地震
に分類している。

１．長期評価（第二版）の改訂のポイントと伊方発電所への影響／b. 評価対象領域・地震の再編

プ
レ
ー
ト
間
地
震
と
評
価
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安芸灘

伊予灘

豊後水道

■ プレート間で発生する地震としては，
南海トラフ沿いでＭ８程度の大地震
が約100年から150年の間隔で発生

■ 海洋プレート内で発生する地震とし
ては，安芸灘や伊予灘など瀬戸内海
の西部から豊後水道付近のやや深
いところでＭ７程度の地震が発生

■ 内陸地殻内地震については，大分県
別府周辺でＭ７程度の地震が発生
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平成25年8月28日
審査会合資料再掲敷地周辺で過去に発生した被害地震の震央分布

１．敷地周辺の地震発生様式

海洋プレート内地震の検討用地震の選定（1/8）（既許可評価）

◯敷地周辺で発生した被害地震（日本被害地震総覧等の知見を参照）の震央分布を整理し，敷地からの震央距離
が200㎞以内の地震についてリスト化したうえ，検討用地震の選定において考慮している。

１．長期評価（第二版）の改訂のポイントと伊方発電所への影響／b. 評価対象領域・地震の再編

平成27年3月20日審査会合資料より抜粋
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48

敷地に影響を及ぼす地震のリストアップ

地震発生様式毎に整理

内陸地殻内地震 プレート間地震海洋プレート内地震

応答スペクトルに
基づく地震動評価

断層モデルを用いた
手法による地震動評価

敷地に与える影響を比較

○リストアップ方針
①敷地に影響を及ぼす可能性のある活断

層・地震
②被害地震から敷地で震度５弱程度以上と

推定される地震

○地震発生様式毎に距離減衰式を用いて，
敷地で予想される地震動を比較

○距離減衰式には，断層近傍のデータを用い
ており，地震発生様式を考慮できることから
Zhao et al.(2006)を使用

○地震発生様式毎に最も影響の大きい地震を
検討用地震として選定する

検討用地震の選定

検討用地震①

内陸地殻内地震

検討用地震③

プレート間地震

検討用地震②

海洋プレート内地震

平成26年11月7日
審査会合資料再掲

４．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動

検討用地震の選定 ―選定の流れ―

海洋プレート内地震の検討用地震の選定（2/8）（既許可評価）

◯検討用地震は，リスト化した地震のうち，敷地で震度5弱程度以上と推定される地震について，
Zhao et al.(2006)による評価から，敷地に与える影響が大きい地震を選定している。

１．長期評価（第二版）の改訂のポイントと伊方発電所への影響／b. 評価対象領域・地震の再編

平成27年3月20日審査会合資料より抜粋
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①海洋プレート内地震については，地震発生様
式の特徴を考慮して諸元を設定した最新の
検討結果［高橋ほか(2008)，神田ほか
(2008)］を採用

②1769年の地震については，地震発生様式の

特徴を考慮して諸元を設定した最新の検討
結果［神田・武村(2013) ]を採用

③それ以外の差異のある地震について は，敷
地への影響が大きい方を採用

マグニチュードと震央距離から敷地の震度
を推定する。
カタログ間で地震諸元に相違があるものに
ついては，

敷地で震度５以上をもたらした地震の選定

：採用理由① ：採用理由② ：採用理由③ ：複数カタログなし
採用理由の丸数字は左上の箱書きに対応

発生年 震央地名

・地震名 緯度 経度 Ｍ 緯度 経度 Ｍ 緯度 経度 Ｍ 緯度 経度 Ｍ 緯度 経度 Ｍ

土佐その他　南海 32 1/4 133.5

・東海・西海諸道 ～33 1/4° ～135.0°

1498 日向灘 33.0° 132 1/4° 7.0～7.5 － － － － － － － － － － － －

1649 安芸・伊予 33.7° 132.5° 7±1/4 33.7° 132.5° 7.0 33.7° 132.5° 6.9 － － － － － －

1686 安芸・伊予 34.0° 132.6° 7.0～7.4 34.0° 132.6° 7.2 34.0° 132.6° 6.9 － － － － － －

1707 宝永地震 33.2° 135.9° 8.6 33° 136° 8.6 － － － － － － － － －

1749 伊予宇和島 33.2° 132.6° 6 3/4 33.2° 132.6° 6.8 33.2° 132.6° 6.7 － － － － － －

1769 日向・豊後 33.0° 132.1° 7 3/4 ±1/4 33.0° 132.1° 7.8 － － － 32.25° 132.03° 7.2 32.25° 132.03° 7.4

1854 安政南海地震 33.0° 135.0° 8.4 － － － － － － － － － － － －

1854 伊予西部 33 1/4° 132.0° 7.3～7.5 33.3° 132.0° 7.4 33.25° 132.0° 7.0 － － － － － －

1857 伊予・安芸 34.0° 132.75° 7 1/4 ±0.5 34.0° 132.5° 7.3 34.0° 132.75° 6.8 34.1° 132.7° 6.6 － － －

1905 芸予地震 34.1° 132.5° 7 1/4 34.1° 132.5° 7.2 34.1° 132.5° 6.7 － － － － － －

1968 豊後水道 33°18.00’ 132°23.00’ 6.6 － － － － － － － － － － － －

神田・武村(2013)茅野・宇津(2001)

地震カタログによる地震の諸元の比較
松浦ほか(2001,2003,2005)

－ － －

宇佐美(2003)、宇津(1982)、ＪＭＡ

－ － － － －684 8 1/4 33° 135° 8.3 －

髙橋ほか(2008)・神田ほか(2008)
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●
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作図用の絵です。1968と
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きないので
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○ 宇佐美・宇津・JMA
◇ 茅野・宇津
□ 髙橋ほか・神田ほか
△ 松浦ほか

※塗りつぶしの数値を採用

●
1968

1854
●

○ 宇佐美・宇津・JMA

◇ 茅野・宇津
□ 高橋ほか・神田ほか
△ 松浦ほか
☆ 神田・武村

1769

●

1498

海洋プレート内地震の検討用地震の選定（3/8）（既許可評価）

◯敷地周辺で発生した被害地震や第一版の地震カタログを参照するとともに，地震発生様式の特徴を考慮して地震の
諸元を設定した神田・武村(2013)等の知見も踏まえながら，敷地で震度5弱程度以上をもたらした地震を選定した。

１．長期評価（第二版）の改訂のポイントと伊方発電所への影響／b. 評価対象領域・地震の再編

平成26年3月12日審査会合資料より抜粋（なお，上表にはプレート間地震の検討用地震の候補も含まれる。）
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領域１，２の地震の再評価

9

神田・武村(2013)
震度の距離減衰式により地震規模を再評価している。

ただし，『1769 年 8 月 29 日日向・豊後の地震は，
日向灘を震央とする地震の可能性が高い．この地
震を日向灘のスラブ内地震とすると，M I =7.4 と評
価された．ただし，震度分布からは浅い地震と考
えられ，この地域の被害地震としては低角逆断層
地震が多く発生していることを考慮すると，プレー
ト境界地震の可能性もある．』としている。

海洋プレート内地震の検討用地震の選定（4/8）（既許可評価）
１．長期評価（第二版）の改訂のポイントと伊方発電所への影響／b. 評価対象領域・地震の再編

平成26年3月12日審査会合資料より抜粋

◯第一版の領域区分を踏まえ，安芸灘～伊予灘～豊後水道域(領域3)以外の領域で発生する地震についても，神田・武
村(2013)等の知見を踏まえながら地震の諸元を整理した。（下図は南海・東南海・東海域，日向灘域の整理）
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領域4の地震の再評価

10

武村ほか(2009)
震度の距離減衰式により地震規模を再評価している。

海洋プレート内地震の検討用地震の選定（5/8）（既許可評価）
１．長期評価（第二版）の改訂のポイントと伊方発電所への影響／b. 評価対象領域・地震の再編

平成26年3月12日審査会合資料より抜粋

◯第一版の領域区分を踏まえ，安芸灘～伊予灘～豊後水道域(領域3)以外の領域で発生する地震についても，神田・武
村(2013)等の知見を踏まえながら地震の諸元を整理した。（下図は九州中央部域の整理）



16

7

海洋プレート内地震

■ 主な被害地震

南海トラフから安芸灘～伊予灘～豊後水
道の方向（西北西）に沈み込んだフィリ
ピン海プレート内において発生。

・1649年 安芸・伊予 （Ｍ 6.9 震央距離 約29km）

・1686年 安芸・伊予 （Ｍ 6.9 震央距離 約63km）

・1749年 伊予宇和島 （Ｍ 6.7 震央距離 約42km）

・1854年 伊予西部 （Ｍ 7.0 震央距離 約39km）

・1857年 伊予・安芸 （Ｍ 6.8 震央距離 約70km）

・1905年 芸予地震 （Ｍ 6.7 震央距離 約70km）

・1968年 豊後水道 （Ｍ 6.6 震央距離 約22km）

・2001年 芸予地震 （Ｍ 6.7 震央距離 約80km）

②海洋プレート内地震 歴史地震の観点から

網掛けは，敷地での震度が５程度以上の地震
地震規模は地震カタログを比較して設定

【敷地に影響を及ぼす地震のリストアップ】

131

131

132

132

133

133

134

134

135

135

32 32

33 33

34 34

35 35

0 50 100

km

伊方発電所

1854

1649

1905

1749

1968

2001

18571686

震度5以上と考えられる3地震を
検討用地震の候補として選定

2.1 検討用地震の候補

海洋プレート内地震の検討用地震の選定（6/8）（既許可評価）

◯ 安芸灘～伊予灘～豊後水道域で発生した地震のうち，敷地で震度5弱程度以上と考えられる海洋プレート内地震
として，3地震（下記の橙色の網掛け）を選定した。

１．長期評価（第二版）の改訂のポイントと伊方発電所への影響／b. 評価対象領域・地震の再編

平成26年11月7日審査会合資料より抜粋
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②海洋プレート内地震 地震本部による地域区分の観点から

8

領域４

領域２

領域１

領域３

歴史地震

検討用地震の候補

1857(M6.8)

1686(M6.9)

1905(M6.7)

2001(M6.7)

2004(M7.4)

1899(M6.9)

1802(M6.5)

1819(M6.9)

1855(M7.0)

1686(M6.7)

1589(M6.7)

1909
(M7.3)

1769(M7.4)

1749(M6.7)

1968(M6.6)

1649(M6.9)

1854(M7.0)

九州の深い地震
(M7.3)

日向灘の浅い地震(M7.4)

アウターライズ地震(M7.4)

地震本部による地域区分の観点から以下の３地震を検討用地震の候補として選定した。

1769年の地震は，プレート間地震である可能性もあるが，浅いプレート内の地震である可能性も完全には否定できないこと，領域２の
範囲では発生する位置を予め特定することは困難であると考えられることから，プレート上面等深線に沿ってスライドさせて領域２の北東
端に想定する。

1909年の地震をプレート上面等深線に沿ってスライドさせて領域４の北東端に想定する。

2004年紀伊半島沖地震M7.4を
海溝軸沿いにスライドさせて四国
沖に想定する。

日向灘の浅い地震（M7.4 震央距離 約77km）

九州の深い地震（M7.3 震央距離 約59km）

アウターライズ地震
（M7.4 震央距離 約225km）

2.1 検討用地震の候補

海洋プレート内地震の検討用地震の選定（7/8）（既許可評価）

◯安芸灘～伊予灘～豊後水道域(領域3)以外の領域で発生する地震について，発生位置の不確かさを考慮した
（プレート上面等深線に沿って震央位置をスライドさせた）うえ，検討用地震の候補として選定した。

１．長期評価（第二版）の改訂のポイントと伊方発電所への影響／b. 評価対象領域・地震の再編

平成26年11月7日審査会合資料より抜粋
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海洋プレート内地震の検討用地震の選定（8/8）（既許可評価）

◯検討用地震の候補についてZhao et al.(2006)によって応答スペクトルを評価した結果，伊方発電所を含む安芸灘
～伊予灘～豊後水道域で発生する地震のうち，「1649年安芸・伊予の地震」を検討用地震として選定した。

１．長期評価（第二版）の改訂のポイントと伊方発電所への影響／b. 評価対象領域・地震の再編

平成27年3月20日審査会合資料より抜粋
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1649年安芸・伊予の地震（Ｍw 6.9  R=49km）

1854年伊予西部の地震（Ｍw 7.0  R=65km）

1968年豊後水道の地震（Ｍw 6.6  R=45km）

アウターライズ地震（Ｍw 7.4　R=225km）

日向灘の浅い地震（Ｍw 7.4　R=82km）

九州の深い地震（Ｍw 7.3　R=161km）

過去に安芸灘～伊予灘～豊後水

道海域にて発生したと考えられる，

あるいは発生する可能性のある海

洋プレート内地震について評価を

実施

1649年 安芸・伊予の地震

を検討用地震として選定

【海洋プレート内地震】

Zhao et al.(2006)による評価

R：断層最短距離

1649年安芸・伊予の地震が敷
地に与える地震動が短周期
側で最も大きいため，これを
検討用地震として選定する。

平成26年11月7日
審査会合資料再掲

４．敷地ごとに震源を特定して策定する地震動

検討用地震の選定 ―海洋プレート内地震―
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伊方発電所の地震動評価（既許可評価）への影響：地震の再編
１．長期評価（第二版）の改訂のポイントと伊方発電所への影響／b. 評価対象領域・地震の再編

◯第二版で再編された地震は全て既許可評価の検討用地震の選定過程において考慮しており，各領域において新た
に考慮すべき被害地震がないことから，第二版の地震の再編を踏まえた影響はない。（伊方発電所からの震央距
離が200㎞以内で発生した被害地震として既許可評価においてリスト化した地震は参考２）

発生日時 既許可評価における考慮

日向灘のひとまわり小さい
地震

1662/10/31 敷地からの震央距離が200㎞超と影響が小さいためリスト化対象外

1769/8/29 検討用地震の候補として選定

1899/11/25 リスト化のうえ敷地で震度5弱程度未満と影響が小さいため対象外

1931/11/02 同 上

1941/11/19 同 上

1961/2/27 敷地からの震央距離が200㎞超と影響が小さいためリスト化対象外

1968/4/1 リスト化のうえ敷地で震度5弱程度未満と影響が小さいため対象外

1984/8/7 同 上

安芸灘～伊予灘～豊後水道
の沈み込んだプレート内の
やや深い地震

1649/3/17 検討用地震として選定

1686/1/4 リスト化のうえ敷地で震度5弱程度未満と影響が小さいため対象外

1749/5/25 同 上

1854/12/26 検討用地震の候補として選定

1857/10/12 リスト化のうえ敷地で震度5弱程度未満と影響が小さいため対象外

1905/6/2 同 上

2001/3/24 同 上

九州中央部の沈み込んだ
プレート内のやや深い地震

1909/11/10 検討用地震の候補として選定

■第二版で再編された地震の既許可評価（検討用地震の選定）における考慮
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領域2・4の検討用地震の候補
（既許可評価）

領域4の検討用地震の候補
（第二版を踏まえて変更）

第二版を踏まえた領域区分

既許可評価の領域区分

伊方発電所の地震動評価（既許可評価）への影響：評価対象領域の再編

◯第二版においては，評価対象領域の区分が下記のとおり見直されている。

◯伊方発電所は第二版においても領域3(安芸灘～伊予灘～豊後水道域)に属しており，領域区分に大きな変更はない
ものの，検討用地震の選定にあたっては，領域3以外の領域について地震の発生位置の不確かさも考慮し，プレ
ート上面等深線に沿って領域内でスライドさせたうえでZhao et al.(2006)による評価を行っている。

◯図のとおり，第二版における領域区分の見直しを踏まえても，領域2(日向灘の浅い地震)は検討用地震の候補の
位置に変更はなく，領域4(九州の深い地震)の検討用地震の候補の位置は敷地から遠ざかる方向となることから，
検討用地震の選定（領域3の1649年安芸・伊予の地震の影響が最も大きいとの評価）に変更はない。

１．長期評価（第二版）の改訂のポイントと伊方発電所への影響／b. 評価対象領域・地震の再編

日向灘の浅い地震

九州の深い地震
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伊方発電所の地震動評価（既許可評価）への影響（小括）
１．長期評価（第二版）の改訂のポイントと伊方発電所への影響／b. 評価対象領域・地震の再編

◯以上のとおり，第二版において評価対象領域及び地震が再編されたものの，いずれも下記の検討用地震の選定フ
ロー・選定結果に及ぼす影響はなく，第二版を踏まえても，敷地に最も影響の大きい海洋プレート内地震は1649
年安芸・伊予の地震（敷地を含む領域で発生する地震）であるとの評価に変更はない。

第二版で再編された地震は全て考慮済であり，
新たに考慮すべき被害地震はない

敷地に影響を及ぼす地震のリストアップ

・敷地に影響を及ぼす可能性のある地震として
震央距離200㎞以内の地震を収集

・被害地震から敷地で震度5弱程度以上と推定
される地震を検討用地震の候補として抽出

敷地に与える影響を比較

・Zhao et al.(2006)による評価を行い，
敷地で予想される地震動レベルを比較

検討用地震の選定

・1649年安芸・伊予の地震を選定

同上

■既許可評価における海洋プレート内地震の検討用地震の選定と第二版を踏まえた影響（まとめ）

評価対象領域の再編を踏まえても，
1649年安芸・伊予の地震の影響が最も大きい

検討用地震の選定に変更はない

既許可 第二版を踏まえた既許可評価への影響
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１．長期評価（第二版）の改訂のポイントと伊方発電所への影響

a. 最新の知見を踏まえた地震の再評価

b. 評価対象領域・地震の再編

c. 不確実性を踏まえた評価

２．まとめ
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第二版における変更点

◯「不確実性を踏まえた評価」として，特に南西諸島海溝周辺において震源決定精度の問題があり，地震観測網
の展開が不十分であった時期に発生した地震は発生様式を区別して評価することが困難であることを踏まえ，
日向灘域について，第一版ではプレート間地震が発生する領域と評価されていたところ，第二版では浅い地震
はプレート間地震・海洋プレート内地震を区別せずに評価されている。

◯なお，南西諸島周辺域及び与那国島周辺域については，伊方発電所までの距離が遠く，既許可評価に影響を及
ぼさない。また，安芸灘～伊予灘～豊後水道域及び九州中央部域は，既許可評価においては，海洋プレート内
地震が発生する領域として検討用地震の選定において考慮しているところ，第二版においても第一版と同様に
海洋プレート内地震のみ発生する領域と評価されており，既許可評価に影響を及ぼさない。

◯このため，日向灘域で発生するプレート間地震及び海洋プレート内地震（日向灘の巨大地震・日向灘のひとま
わり小さい地震）について，第二版を踏まえた伊方発電所への影響を確認する。

１. 長期評価（第二版）の改訂のポイント／c. 不確実性を踏まえた評価

伊方PS

1771年
八重山地震

第二版より抜粋・一部加筆
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伊方発電所の地震動評価（既許可評価）への影響

◯日向灘域については，既許可評価においてプレート間地震及び海洋プレート内地震の両方が発生することを既に
考慮している。

◯プレート間地震については，前記のとおり，日向灘域でMw8.4の地震規模を想定した内閣府検討会によるモデル
を検討用地震として選定しているとともに，海洋プレート内地震については，日向灘域で発生した海洋プレート
内地震のうち最大規模である1769年の地震を検討用地震の候補として選定していることから，第二版を踏まえた
影響はない。

◯なお，第二版では日向灘域のプレート間地震と海洋プレート内地震を区別していないため，日向灘域でM8程度の
海洋プレート内地震が発生するとも解釈される。しかしながら，第二版がその根拠とした1662年の日向灘の地震
(M7.6)はプレート間地震であるとともに，日向灘域のプレート形状及び地震発生層厚さを踏まえれば，M8程度の
海洋プレート内地震の発生は極めて考え難い（参考３）。これを踏まえれば，日向灘域において発生するM8程度
の巨大地震の発生様式はプレート間地震と考えられ，その影響については前記aに対する検討のとおりであり，
第二版を踏まえた影響はない。

１. 長期評価（第二版）の改訂のポイント／c. 不確実性を踏まえた評価

領域４

領域２

領域１

領域３

歴史地震

検討用地震の候補

1857(M6.8)

1686(M6.9)

1905(M6.7)

2001(M6.7)

2004(M7.4)

1899(M6.9)

1802(M6.5)

1819(M6.9)

1855(M7.0)

1686(M6.7)

1589(M6.7)

1909
(M7.3)

1769(M7.4)

1749(M6.7)

1968(M6.6)

1649(M6.9)

1854(M7.0)

九州の深い地震
(M7.3)

日向灘の浅い地震(M7.4)

アウターライズ地震(M7.4)

■海洋プレート内地震の検討用地震の候補（既許可評価）

平成26年11月7日審査会合資料より抜粋

発生日時 地震規模M

1662/10/31
1769/8/29
1899/11/25
1931/11/02
1941/11/19
1961/2/27
1968/4/1
1984/8/7

7.6
7.8注

7.1
7.1
7.2
7.0
7.5
7.1

■日向灘域で過去に発生した主な地震の整理（第二版）

注松浦ほか(2003)はM7.2程度，神田・武村(2013)はM7.4の海洋プレート内地
震と推定しており，第二版ではこれらの見解を採用し，本地震を日向灘のひ
とまわり小さい地震に分類している。既許可評価においても神田・武村
(2013)を踏まえ，M7.4の海洋プレート内地震として検討用地震の候補に選
定している。

青字は，第一版でプレート間
地震と評価されていた地震。
1968年の地震(M7.5)は第二
版でもプレート間地震である
と言及されている。
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１．長期評価（第二版）の改訂のポイントと伊方発電所への影響

a. 最新の知見を踏まえた地震の再評価

b. 評価対象領域・地震の再編

c. 不確実性を踏まえた評価

２．まとめ
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第二版を踏まえた伊方発電所の地震動・津波評価への影響（まとめ）
２．まとめ

◯下記のとおり， 日向灘および南西諸島海溝周辺の地震活動の長期評価（第二版）を踏まえても，
伊方発電所の地震動・津波に係る既許可評価への影響がないことを確認した。

a. 最新の知見を踏まえた地震の再評価（M8程度の巨大地震の発生可能性を評価）

 プレート間地震の既許可評価では，内閣府検討会の南海トラフの巨大地震の震源断層モデル（M9クラス）
を用いており，その中で，日向灘域では既にM8.0以上の地震規模を想定して地震動・津波評価を実施して
いることから，第二版を踏まえた影響はない。

b. 評価対象領域・地震の再編（地震活動に関する知見や最新の調査結果等を反映）

 既許可評価の海洋プレート内地震の検討用地震の選定について，再編された地震は全て既許可評価の検討
用地震の選定過程において考慮しており新たに考慮すべき被害地震はなく，また，評価対象領域の再編を
踏まえても敷地に最も影響の大きい海洋プレート内地震は1649年安芸・伊予の地震（敷地を含む領域で発
生する地震）であるとの評価に変更はなく，第二版を踏まえた影響はない。

c. 不確実性を踏まえた評価（浅い地震はプレート間地震・海洋プレート内地震を区別せずに評価）

 既許可評価において，日向灘域でプレート間地震及び海洋プレート内地震の両方が発生することを考慮し
ており，プレート間地震については，日向灘域でMw8.4の地震規模を想定した内閣府検討会によるモデル
を検討用地震として選定しているとともに，海洋プレート内地震については，日向灘域で発生した海洋プ
レート内地震のうち最大規模である1769年の地震を検討用地震の候補として選定していることから，第二
版を踏まえた影響はない。

 なお，第二版によれば日向灘域でM8程度の海洋プレート内地震が発生するとも解釈されるが，第二版がそ
の根拠とした知見，日向灘域のプレート形状及び地震発生層厚さを踏まえれば，日向灘域において発生す
るM8程度の巨大地震はプレート間地震と考えられ，その影響については前記aに対する検討のとおりであ
ることから， 第二版を踏まえた影響はない。
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参考１ 南西諸島周辺のMw9.0の津波評価について

参考２ 敷地周辺における被害地震の収集・整理について

参考３ 日向灘域で発生するM8程度の海洋プレート内地震について
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Mw9.0の地震を考慮したケース
（瞬時破壊：ケース１）

Mw9.0の地震を考慮したケース
（破壊伝播：ケース２及びケース３）

地震発生深さ 海溝軸～深さ40km 海溝軸～深さ40km

総面積 101,662ｋm2 101,662km2

ﾓｰﾒﾝﾄﾏｸﾞﾆﾁｭｰﾄﾞ
Mw 9.0 9.0

応力降下量 3.0MPa 3.0MPa

剛性率 4.1×1010N/m2 4.1×1010N/m2

平均すべり量 9.6m 9.6m

地震ﾓｰﾒﾝﾄMo 4.0×1022N・m 4.0×1022N･m

大すべり域の面積比
（平均すべり量の倍率） ２倍：40% ３倍：20% ４倍：11% ２倍：40% ３倍：20% ４倍：11%

すべり量の配置方法
平均すべり量の4倍領域：深さ約10kmまで
平均すべり量の3倍領域：深さ約15kmまで
平均すべり量の2倍領域：深さ約25kmまで

平均すべり量の4倍領域：深さ約10kmまで
平均すべり量の3倍領域：深さ約15kmまで
平均すべり量の2倍領域：深さ約25kmまで

すべり角 海溝軸に直交方向 海溝軸に直交方向

破壊伝播速度 瞬時破壊 2.5km/s

ライズタイム 瞬時破壊 1分

○認識論的不確実さを補充する観点（想定外の事象を無くす観点）から，発電所への影響が最も大きい箇所にMw9.0の地震を設定した
ケースとして，以下に示す。

Mw9.0の地震を考慮したケース
（破壊伝播：ケース２）

Mw9.0の地震を考慮したケース
（瞬時破壊：ケース１）

Mw9.0の地震を考慮したケース
（破壊伝播：ケース３）

（４） 波源の設定 （検討ケース：琉球海溝Mw9.0の地震）

想定波源域は赤枠線内

瞬時破壊 破壊開始点
（中心位置）

破壊開始点
（発電所から
最も遠い位置）

平成26年3月12日
審査会合資料再掲

２．地震に起因する津波

南西諸島周辺を対象とした津波評価（既許可評価）

◯既許可評価では，審査ガイドにおいて津波波源の領域として南海トラフから南西諸島海溝まで含めた領域が対象
とされていることを踏まえ， Mw9.0の津波波源を設定した津波評価を実施している。

参考１ 南西諸島周辺のMw9.0の津波評価について

平成27年3月20日審査会合資料より抜粋
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参考１ 南西諸島周辺のMw9.0の津波評価について

参考２ 敷地周辺における被害地震の収集・整理について

参考３ 日向灘域で発生するM8程度の海洋プレート内地震について
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敷地周辺における被害地震のリスト（既許可評価）（1/4）
参考２ 敷地周辺における被害地震の収集・整理について

伊方発電所3号機設置変更許可申請/添付六/5.地震/第5.2.1表 敷地周辺における被害地震の諸元

発生年月日 震央地名・地震名 緯度 経度 地震規模 震央距離(km) 震源深さ(km)

679/－/－ 筑紫 33.32° 130.68° 6.5～7.5 153 －

684/11/29 土佐その他南海・東海・西海諸道 32 1/4～33 1/4° 133.5～135.0° 8 1/4 198 －

1498/07/09 日向灘 33.0° 132 1/4° 7.0～7.5 55 －

1596/09/01 豊後 33.3° 131.6° 7±1/4 69 －

1619/05/01 肥後・八代 32.5° 130.6° 6±1/4 194 －

1625/07/21 熊本 32.8° 130.6° 5.0～6.0 177 －

1649/03/17 安芸・伊予 33.7° 132.5° 7±1/4 29 －

1676/07/12 石見 34.5° 131.8° 6.5 122 －

1686/01/04 安芸・伊予 34.0° 132.6° 7.0～7.4 63 －

1698/10/24 大分 33.1° 131.5° 6.0 87 －

1703/12/31 油布院・庄内 33.25° 131.35° 6.5±1/4 93 －

1707/11/21 防長 34.2° 131.7° 5.5 97 －

1723/12/19 肥後・豊後・筑後 32.9° 130.6° 6.5±1/4 172 －

1749/05/25 伊予宇和島 33.3° 132.6° 6 3/4 34 －

1769/08/29 日向・豊後 33.0° 132.1° 7 3/4±1/4 58 －

1778/02/14 石見 34.6° 132.0° 6.5 127 －

1789/05/11 阿波 33.7° 134.3° 7±0.1 186 －

1793/01/13 長門・周防・筑前 34.1° 131.5° 6 1/4～6 1/2 101 －

1812/04/21 土佐 33.5° 133.5° 6.0? 110 －

1831/11/14 肥前 33.2° 130.3° 6.1 190 －

1841/11/03 宇和島 33.2° 132.4° 6.0 33 －

1848/01/10 筑後 33.2° 130.4° 5.9 180 －

1854/12/26 伊予西部 33 1/4° 132.0° 7.3～7.5 39 －

1857/07/08 萩 34.4° 131.4° 6.0 131 －

1857/10/12 伊予・安芸 34.0° 132.75° 7 1/4±0.5 70 －

1859/01/05 石見 34.8° 131.9° 6.2±0.2 150 －

1859/10/04 石見 34.5° 132.0° 6.0～6.5 116 －

1872/03/14 石見・出雲(浜田地震) 35.15° 132.1° 7.1±0.2 186 －

1887/04/29 宮崎県沖 32° 132° 7.1 168 －

◯既許可評価で整理した敷地周辺における被害地震（敷地からの震央距離が200㎞以内の地震）の諸元を示す。
なお，青字は第二版においてリスト化されている地震。
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敷地周辺における被害地震のリスト（既許可評価）（2/4）
参考２ 敷地周辺における被害地震の収集・整理について

発生年月日 震央地名・地震名 緯度 経度 地震規模 震央距離(km) 震源深さ(km)

1889/07/28 熊本 32.8° 130.65° 6.3 173 －

1891/10/16 豊後水道 33.2° 131.8° 6.3 57 －

1894/08/08 熊本県中部 32.85° 131.0° 6.3 141 －

1895/08/27 熊本 32.85° 130.95° 6.3 145 －

1898/04/03 山口県見島 34.6° 131.2° 6.2 160 －

1898/08/10 福岡市付近 33.6° 130.2° 6.0 196 －

1898/08/12 福岡市付近 33.6° 130.2° 5.8 196 －

1898/12/04 九州中央部 32.7° 131.1° 6.7 143 150

1899/11/25 日向灘 32.7° 132.3° 6.9 88 －

1899/11/25 日向灘 31.9° 132.0° 7.1 179 －

1903/03/21 瀬戸内海中部 33.75° 132.25° 6.2 29 －

1903/10/11 日向灘 31.8° 132.0° 6.2 190 －

1905/06/02 安芸灘(芸予地震) 34.1° 132.5° 7 1/4 70 －

1906/03/13 宮崎県沖 32.5° 132.2° 6.4 111 －

1907/03/10 熊本県中部 32.9° 130.7° 5.4 164 －

1909/11/10 宮崎県西部 32.3° 131.1° 7.6 174 150

1911/02/18 宮崎付近 31.9° 131.5° 5.6 192 －

1911/08/22 阿蘇山付近 32.9° 131.0° 5.7 139 －

1913/04/03 宮崎県沖 32.0° 132.0° 6.7 168 －

1913/04/13 日向灘 32.0° 132.0° 6.8 168 －

1916/03/06 大分県北部 33.5° 131.6° 6.1 66 －

1916/08/06 愛媛県宇摩郡関川村 34.0° 133.4° 5.7 116 －

1918/04/02 宮崎県沖 32.0° 132.4° 6.3 166 －

1919/11/01 広島県三次付近 34.8° 132.9° 5.8 155 －

1921/04/19 大分県佐伯付近 32.6° 132.1° 5.5 101 －

1925/08/10 大分県北部 33°25.84’ 131°03.78’ 4.7 116 0.00

1928/11/05 大分県北部 33°21.72’ 131°07.42’ 4.7 111 40.00

1929/01/02 大分県西部 33°07.24’ 130°52.04’ 5.5 140 4.02

1929/05/22 日向灘 31°44.97’ 131°53.33’ 6.9 198 59.00

1929/08/08 福岡県福岡地方 33°32.35’ 130°16.36’ 5.1 189 8.83

1930/02/05 福岡県福岡地方 33°27.71’ 130°18.78’ 5.0 185 0.00
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敷地周辺における被害地震のリスト（既許可評価）（3/4）
参考２ 敷地周辺における被害地震の収集・整理について

発生年月日 震央地名・地震名 緯度 経度 地震規模 震央距離(km) 震源深さ(km)

1930/12/20 広島県北部 34°56.35’ 132°50.54’ 6.1 168 12.00

1931/11/02 日向灘 31°47.48’ 132°00.12’ 7.1 191 28.00

1933/04/08 熊本県熊本地方 32°42.46’ 130°38.85’ 4.3 178 1.00

1934/01/09 徳島県北部 33°58.63’ 133°57.68’ 5.6 162 36.30

1937/01/27 熊本県熊本地方 32°47.13’ 130°48.81’ 5.1 160 8.65

1937/02/27 山口県東部 33°51.72’ 132°06.94’ 6.0 45 63.00

1938/01/02 広島県北部 34°58.98’ 133°18.14’ 5.5 189 19.00

1939/03/20 日向灘 32°05.07’ 131°44.83’ 6.5 165 57.00

1941/04/06 山口県北部 34°31.64’ 131°38.05’ 6.2 131 1.94

1941/11/19 日向灘 32°07.11’ 132°08.05’ 7.2 153 33.00

1942/02/22 愛媛県南予地方 33°31.84’ 132°22.94’ 5.4 8 68.00

1947/05/09 大分県西部 33°23.40’ 130°56.50’ 5.5 128 1.00

1949/07/12 安芸灘 34°03.03’ 132°46.36’ 6.2 75 29.00

1950/08/22 島根県西部 35°10.19’ 132°38.68’ 5.2 189 4.00

1955/07/27 徳島県南部 33°44.00’ 134°19.00’ 6.4 188 10.00

1966/11/12 有明海 33°04.00’ 130°16.00’ 5.5 196 20.00

1968/04/01 日向灘 32°17.00’ 132°32.00’ 7.5 136 30.00

1968/08/06 豊後水道 33°18.00’ 132°23.00’ 6.6 22 40.00

1969/04/21 日向灘 32°09.00’ 132°07.00’ 6.5 150 10.00

1970/03/13 広島県北部 34°56.00’ 132°49.00’ 4.6 167 10.00

1970/07/26 日向灘 32°04.00’ 132°02.00’ 6.7 160 10.00

1970/09/29 広島県南東部 34°26.00’ 133°18.00’ 4.9 139 10.00

1972/09/06 有明海 32°45.00’ 130°26.00’ 5.2 193 10.00

1975/01/23 熊本県阿蘇地方 33°00.00’ 131°08.00’ 6.1 122 0.00

1975/04/21 大分県西部 33°08.00’ 131°20.00’ 6.4 99 0.00

1977/05/02 島根県東部 35°09.00’ 132°42.00’ 5.6 188 10.00

1978/06/04 島根県東部 35°05.00’ 132°42.00’ 6.1 180 0.00

1979/07/13 山口県東部 33°51.00’ 132°03.00’ 6.0 47 70.00

1983/08/26 大分県北部 33°33.40’ 131°36.30’ 6.6 66 116.00

1984/08/07 日向灘 32°23.00’ 132°09.20’ 7.1 124 33.00

1987/03/18 日向灘 31°58.40’ 132°03.70’ 6.6 170 48.10



33

敷地周辺における被害地震のリスト（既許可評価）（4/4）
参考２ 敷地周辺における被害地震の収集・整理について

発生年月日 震央地名・地震名 緯度 経度 地震規模 震央距離(km) 震源深さ(km)

1987/11/18 山口県東部 34°14.50’ 131°27.40’ 5.4 115 8.40

1991/10/28 周防灘 33°55.40’ 131°09.90’ 6.0 116 18.50

1996/10/19 日向灘 31°47.92’ 132°00.50’ 6.9 190 34.00

1996/12/03 日向灘 31°46.19’ 131°40.83’ 6.7 200 38.03

1997/06/25 山口県北部 34°26.49’ 131°39.97’ 6.6 121 8.29

1998/05/23 周防灘 33°42.25’ 131°50.53’ 5.4 49 85.57

1999/03/09 熊本県阿蘇地方 32°56.23’ 131°01.15’ 4.8 135 10.21

1999/07/16 広島県南東部 34°25.50’ 133°11.66’ 4.5 132 19.76

2000/06/08 熊本県熊本地方 32°41.54’ 130°45.72’ 5.0 169 10.31

2001/03/24 安芸灘(平成13年芸予地震) 34°07.94’ 132°41.62’ 6.7 80 46.46

2002/03/25 伊予灘 33°49.48’ 132°36.90’ 4.7 47 46.22

2002/11/04 日向灘 32°24.76’ 131°52.17’ 5.9 127 35.19

2005/03/20 福岡県西方沖 33°44.30’ 130°10.50’ 7.0 200 9.00

2005/06/03 熊本県天草芦北地方 32°29.70’ 130°32.80’ 4.8 198 11.00

2006/06/12 大分県西部 33°08.00’ 131°24.40’ 6.2 93 146.00

2006/09/26 伊予灘 33°30.30’ 131°53.00’ 5.3 40 70.00
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参考１ 南西諸島周辺のMw9.0の津波評価について

参考２ 敷地周辺における被害地震の収集・整理について

参考３ 日向灘域で発生するM8程度の海洋プレート内地震について
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第二版において日向灘の巨大地震の規模がM8程度とする根拠

◯第二版では，地震観測網の展開が不十分であった時期に発生した地震については，プレート間地震及び海洋プレ
ート内地震を区別して評価することが困難であるとして，M8程度の巨大地震は，「沈み込んだプレート内のや
や深い地震」を除き，プレート間地震と海洋プレート内地震を区別せずに評価するとしている。

参考３ 日向灘域で発生するM8程度の海洋プレート内地震について

第二版より抜粋・一部加筆

◯そのうえで，「日向灘の巨大地震」については，「1600
年以降，当該領域内のみを震源域とする巨大地震が発生
したことは知られていない」としながらも，1662年の地
震（M7.6）について，Ioki et al.(2020)の知見を引用し
ながら，「日向灘のひとまわり小さい地震として評価し
たほかの地震に伴う津波に比べて大きかったことが指摘
されて」いるとして，この地震が巨大地震であった可能
性について言及し，次の地震の規模をM8程度としている。

第二版より抜粋・一部加筆

プレート境界浅部に
断層モデルを設定
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■伊尾木ほか(2020，地震学会)
南海トラフ西端部に位置する日向灘では，フィリピン海プレートがユー

ラシアプレートの下に沈み込むため，M7クラスのプレート境界型地震が
繰り返し発生している．歴史記録上，日向灘で発生した最大規模の地震は
西暦1662年日向灘地震（外所地震）とされている．この地震により津波
が発生し，宮崎市沿岸部では津波の高さが4-5 mと推定され，大きな被害
をもたらした．また日向灘は，浅部スロー地震活動が活発な地域である．
2011年東北地方太平洋沖地震の震源域に含まれる浅部スロー地震の震源域
は，巨大津波生成の要因の１つと考えられている．1662年津波は，日向灘
における通常のM7クラスの地震により発生した津波より，はるかに大き
な津波となった．これをもとに本研究では，1662年津波は，浅部スロー
地震域が1662年日向灘地震の震源域となって巨大津波が発生した可能性
を考え，その検証を予察的に行った．はじめに，日向灘で観測された最近
の地震活動をもとに，1662年日向灘地震の断層モデルを仮定した．次に，
1662年津波の波源を推定するため，宮崎県の太平洋沿岸一帯（延岡市から
串間市）で津波堆積物調査を行った．その結果，複数地点において1662年
津波の可能性があるイベント堆積物を確認した．仮定した断層モデルを用
いて津波の数値計算を行い，宮崎県の宮崎市宮崎平野と日南市小目井で，
確認されたイベント堆積物の分布と計算浸水範囲を比較した．その結果，
大きな津波を発生させるには，プレート境界浅部のすべりが必要であるこ
とが分かった．一方で，歴史記録より揺れによる建物被害も大きいことか
ら，強震動を生成させるには，陸に近いプレート境界深部のすべりも必要
である．これらの考察から仮定した断層モデルにより計算された浸水範囲
は，地質調査により確認されたイベント堆積物の分布を説明することがで
きた．今後，他の地域においても津波堆積物の分布や歴史記録と，計算浸
水範囲を比較することで，仮定した断層モデルの精度を上げる．

◯Ioki et al.(2020, JpGU)は，南海トラフ西端部に位置する日向灘では，フィリピン海プレートがユーラシアプレ
ートの下に沈み込むため，M7クラスのプレート境界型地震が繰り返し発生しているとして，日向灘で発生した最
大規模の地震である1662年日向灘地震において巨大津波が発生した可能性を考え，断層モデルを用いたシミュレ
ーション及び津波堆積物調査に基づき，津波波源の推定を行った知見である。

◯結論として，本研究で提案した1662年の地震の津波波源は，地球物理学的，地質学的，歴史記録的にもよく説明
できるとし，Ioki et al.(2020, JpGU)の続報である伊尾木ほか(2020，地震学会）では，「大きな津波を発生させ
るには，プレート境界浅部のすべりが必要である。」としている。

◯このように，第二版が「日向灘の巨大地震」としてM8程度が想定されるとした根拠である同地震はプレート間地
震と考えられている。なお，第一版においても，同地震は「津波や地震動による被害の状況から，浅発のプレー
ト間地震であると推定される」と評価している。

Ioki et al.(2020, JpGU)の知見
参考３ 日向灘域で発生するM8程度の海洋プレート内地震について

■Ioki et al.(2020, JpGU)
Hyuga-nada region is located at the south-western part of Nankai Trough, in 

the Pacific Ocean. M7-class interplate earthquakes are repeatedly occurred by 
the subducting Philippine Sea plate beneath the Eurasian plate. The largest 
earthquake in this area was the 1662 Hyuga-nada earthquake (M=7.6) which 
occurred off Miyazaki Prefecture, south-eastern area of Kyushu region, Japan, 
and generated tsunami (after called the 1662 tsunami). The tsunami heights were 
estimated at least 4-5 m along the coast of Miyazaki city by historical records. The 
1662 tsunami was much larger than tsunamis generated by usual M7-class 
interplate earthquakes. This region is also active area of the shallow slow 
earthquakes. It is known by the 2011 Tohoku earthquake that focal area of shallow 
slow earthquakes also become a tsunami source area. So, we hypothesized that 
the 1662 unusual large tsunami was caused by the coseismically slipping of 
focal area of shallow slow earthquakes. We firstly constructed the fault model 
of the 1662 earthquake based on the recent result of geophysical observation. 
To examine the tsunami source of the 1662 earthquake, we surveyed the 1662 
tsunami deposits in the lowland along the coast of south-eastern Kyushu region. As 
a result, sandy event deposits interbedded with clay (organic clay) were recognized 
at several surveyed points. Based on facies features, these event deposits were 
possibly formed by the 1662 tsunami. Numerical simulation of the tsunami was 
carried out using the constructed fault model. Calculated tsunami inundation area 
can explain distribution of the likely tsunami event deposits at Komei, Miyazaki 
Prefecture. Furthermore, this study compares calculated tsunami inundation areas, 
distribution of other surveyed tsunami deposits and tsunami heights of historical 
records. Tsunami source of the 1662 earthquake proposed by our study could 
better explain geophysical, geological and historical records.
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◯しかしながら，第二版では日向灘ではプレート間地震と海洋プレート内地震を区別しないと評価されているため，
ここでは，日向灘域でM8程度の海洋プレート内地震が発生し得るかを検討する。

◯まず，日向灘周辺のフィリピン海プレートの沈み込み形状として，第二版によれば，南東側はプレートが沈み込
む前の比較的フラットな領域であるのに対し，北西側はプレートが沈み込み始める領域にある。

日向灘周辺のプレートの沈み込み形状（第二版）
参考３ 日向灘域で発生するM8程度の海洋プレート内地震について

日向灘域

第二版における等深線をトレース
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◯弘瀬ほか(2007)による検討からも，日向灘域（測線20～
25が概ね対応）は，南東側はプレートが沈み込む前の比
較的フラットな領域で，北西側に進むにつれプレートが
沈み込み始める領域にあることが読み取れる。

◯また，震源分布からは，地震発生層厚さはおおよそ10㎞
程度（一部厚いところで20㎞程度）であることが読み取
れる。

日向灘周辺のプレートの沈み込み形状と地震発生層厚さ（弘瀬ほか，2007）
参考３ 日向灘域で発生するM8程度の海洋プレート内地震について

第二版の日向灘域をトレース
測線20～25が日向灘域に概ね対応
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◯右図は前頁の黒枠で囲われた部分の拡大図である。

◯前頁のとおり，地震発生層厚さはおおよそ10㎞程度（一部
厚いところで20㎞程度）である。

第二版の日向灘域をトレース
測線20～25が日向灘域に概ね対応

日向灘周辺のプレートの沈み込み形状と地震発生層厚さ（弘瀬ほか，2007）
参考３ 日向灘域で発生するM8程度の海洋プレート内地震について
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スラブ内地震のスケーリング則 （Strasser et al., 2010）

スラブ内地震の回帰結果を右に
示す。

長さ，幅，面積ともにMwと相関が
強いことを示している。

標準偏差（右表赤枠）は0.2程度で
ある。

断層長さで回帰したものは，やや
標準偏差が大きい結果となってい
る。幅で回帰した結果が標準偏差
が小さい。

以降では，断層の幅に着目して，
敷地周辺の海洋プレート内地震に
想定される規模について考察する。

長さの式
幅の式

面積の式

平成26年3月12日審査会合資料より抜粋

◯次に， M8（=Mw8）の海洋プレート内地震が日向灘域で発生する場合に想定される震源断層面を検討する。

◯具体的には，海洋プレート内地震のスケーリング則に関する知見であるStrasser et al.(2010)による地震規模
Mwに対する，長さL・幅Wのそれぞれの関係式を用いて検討を行う。

M8の海洋プレート内地震の震源断層面の検討（スケーリング則）
参考３ 日向灘域で発生するM8程度の海洋プレート内地震について
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地震規模Mw 8.0

断層長さL
140 ㎞

[log10(L) = -2.350 + 0.562×Mw]

断層幅W
62 ㎞

[log10(W) = -1.058 + 0.356×Mw]

M8の海洋プレート内地震の震源断層面の検討（幅・長さ）
参考３ 日向灘域で発生するM8程度の海洋プレート内地震について

■Strasser et al.(2010)によって推定した
Mw8.0の震源断層の長さと幅

表中の式はStrasser et al.(2010)のスケーリング則

日向灘域

第二版における等深線をトレース

◯Strasser et al.(2010)の関係式から，Mw8.0の海洋プレート内地震の断層面は長さ約140㎞，幅約62㎞となる。

◯これを踏まえれば，地震発生層幅がおおよそ10㎞程度（厚いところでも20㎞程度）である日向灘域で，高角に幅
約62㎞の断層は設定できない。プレート形状が比較的フラットな領域で低角の断層を想定する場合でも，海溝軸
に並行した長さ約140㎞，幅約62㎞の震源断層は日向灘の領域を超えるような大きさを設定することとなる。

◯このように，日向灘域のプレート形状及び地震発生層厚さを踏まえれば，M8程度の海洋プレート内地震の発生は
極めて考え難い。
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余 白
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